
幕
藩
制
国
家
は
、
総
領
主
（
将
軍
）
↑
個
別
領
主
（
大
名
）
↑
小
領
主
（
武

士
）
と
い
う
権
力
の
強
度
な
上
級
集
中
（
下
級
権
力
の
自
立
性
の
阻
害
）
に
よ

り
、
農
民
の
全
剰
余
労
働
力
の
搾
取
を
め
ざ
す
課
税
原
則
を
う
ち
た
て
た
。
加

賀
藩
前
田
利
常
の
改
作
法
は
、
個
別
領
主
レ
・
ヘ
ル
で
、
権
力
の
上
級
集
中
に
よ

っ
て
、
租
税
体
系
と
家
臣
の
封
禄
制
の
改
革
を
成
し
遂
げ
た
も
の
で
あ
り
、
国

（
１
人
）

家
確
立
期
の
初
期
藩
制
改
革
の
典
型
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。

で
は
改
作
法
は
ど
の
よ
う
な
思
想
的
原
理
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

若
林
喜
三
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
「
利
常
の
画
策
は
手
近
い
実
務
家
を
相
手
と
し
て

（
２
）

行
な
わ
れ
」
、
そ
の
身
辺
に
は
思
想
的
ブ
レ
ー
ン
ら
し
き
者
は
存
在
し
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
利
常
は
、
「
学
問
も
役
に
不
立
も
の
也
。
仕
様
に
て
結
句
仕
置
の

邪
魔
に
成
事
も
有
」
「
今
時
何
の
智
者
言
置
事
が
ま
上
役
に
立
に
て
も
な
し
」

（
『
微
妙
公
御
夜
話
』
①
）
等
と
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
学
問
、
な
か
ん
ず
く

儒
学
を
政
治
に
無
用
な
も
の
と
み
な
し
た
と
い
う
。
「
不
調
法
者
と
て
も
、
人

に
は
取
所
有
物
也
。
夫
々
に
見
付
て
仕
ふ
事
は
智
也
。
此
知
恵
が
あ
れ
ば
、
学

文
せ
ぬ
と
も
」
云
々
と
、
人
の
長
所
を
見
き
わ
め
適
材
適
所
に
使
う
知
恵
が
あ

は
じ
め
に

佐
藤
直
方
と
太
平
記
読
孜

れ
ば
、
学
問
は
不
用
だ
と
き
め
つ
け
た
と
さ
れ
る
。

利
常
が
常
々
愛
好
し
た
の
は
、
「
太
平
記
・
東
鑑
杯
毎
度
御
覧
被
成
」
と
、
『
太

平
記
』
『
東
鑑
』
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
『
太
平
記
』
の
講
釈
師
、
大
運
院
陽
翁
（
法

華
法
印
日
翁
）
を
金
沢
の
地
に
招
聰
し
た
の
も
、
こ
の
利
常
で
あ
っ
た
。
利
常

を
は
じ
め
、
本
多
政
重
・
浅
井
左
馬
助
・
水
野
内
匠
ら
重
臣
も
こ
ぞ
っ
て
陽
翁

の
講
釈
を
受
け
た
と
い
う
（
「
寛
文
九
年
万
覚
書
」
②
）
。
現
在
、
前
田
育
徳
会

尊
経
閣
文
庫
に
は
、
そ
の
講
釈
を
ま
と
め
た
「
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
抄
』
（
以

下
、
「
理
尽
抄
」
と
略
称
）
の
写
本
が
六
セ
ッ
ト
も
あ
り
、
『
理
尽
抄
』
講
釈
の

盛
行
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）

実
は
、
す
で
に
若
林
氏
が
注
目
し
て
い
る
よ
う
に
、
享
保
頃
に
な
っ
て
、
改

作
法
の
発
想
を
太
平
記
読
み
の
秘
伝
と
結
び
つ
け
る
農
政
書
が
い
く
つ
か
出
現

す
る
。
た
と
え
ば
『
御
国
御
改
作
之
起
本
』
③
に
は
、
「
（
日
翁
が
）
色
々
物
語

軍
法
之
儀
申
上
内
二
、
国
政
と
軍
法
と
元
井
田
方
お
こ
り
申
由
、
委
細
二
此
法

印
被
申
上
由
。
此
時
か
御
改
作
之
儀
を
も
御
心
付
被
遊
候
哉
と
語
被
申
候
」
と
、

利
常
が
陽
翁
の
講
釈
か
ら
改
作
法
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
語
っ
て
い
る
。
果
し
て

こ
れ
は
事
実
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
「
後
世
の
附
会
」
（
若
林
氏
結
論
）
な

の
か
。
も
し
附
会
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
伝
承
が
出
来
上
が
っ
た
の

若
尾
政
希
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で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
解
明
す
る
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
「
理
尽
抄
』
の
思

想
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
。
筆
者
は
す
で
に
そ
の
政
道
論
に
光
を
あ
て
、
一
・

「
仏
法
」
は
「
国
家
」
の
従
属
下
で
「
国
家
」
に
奉
仕
す
べ
き
だ
と
し
て
、
僧

侶
を
民
衆
に
対
す
る
護
国
の
教
化
・
教
導
役
に
編
成
す
る
よ
う
為
政
者
に
提
起

（
４
）

し
て
い
る
こ
と
、
二
．
天
道
思
想
に
も
と
づ
き
撫
民
を
為
政
者
の
責
務
と
し
て

（
－
０
）

い
る
こ
と
、
の
二
点
を
指
摘
し
た
。

加
越
能
三
国
は
、
か
つ
て
の
「
一
撲
国
」
（
『
御
直
言
覚
書
』
④
）
で
あ
っ
た

た
め
、
一
向
宗
対
策
を
中
心
と
し
た
宗
教
政
策
が
、
藩
祖
利
家
以
来
代
々
の
領

主
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
利
常
も
改
作
法
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一

（
６
）

向
宗
の
勢
力
に
警
戒
し
つ
つ
、
そ
れ
を
た
く
み
に
利
用
し
た
と
い
う
。
利
常
は

改
作
法
を
「
百
姓
中
」
に
周
知
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
、
．
向
宗
は
士
民
之
宗

旨
に
は
一
段
宜
敷
候
。
色
々
之
六
ヶ
敷
事
申
聞
候
而
は
合
点
不
仕
候
。
ヶ
様
之

者
に
は
手
短
に
教
候
が
宜
敷
候
」
（
同
前
）
と
、
そ
の
教
化
に
一
向
宗
僧
侶
を

あ
て
る
よ
う
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
国
々
の
仕
置
大
形
門
跡
よ
り
被

致
、
我
等
は
少
分
之
事
、
一
向
宗
重
宝
ノ
ー
」
（
『
微
妙
公
御
夜
話
」
）
と
、
一

向
宗
の
治
国
へ
の
貢
献
に
満
悦
し
た
と
も
い
う
。
「
門
跡
も
国
守
江
は
不
背
様

に
被
仕
体
に
候
」
（
『
御
直
言
覚
書
』
）
と
、
一
向
宗
を
「
国
守
」
の
従
属
下
に

お
き
、
治
国
に
奉
仕
さ
せ
よ
う
と
い
う
主
張
は
、
『
理
尽
抄
』
の
提
起
と
一
致

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

他
方
、
利
常
は
「
皆
済
を
も
い
た
し
、
其
上
い
か
に
も
百
姓
つ
よ
く
成
立
候

（
７
）

様
二
と
の
事
に
候
」
と
、
十
村
層
に
改
作
法
の
理
念
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
年
貢
完
納
を
目
指
し
て
、
積
極
的
な
農
民
助
成
策
が
と
ら
れ
た
。
撫
民
の
論

理
は
、
地
方
知
行
制
に
基
づ
く
給
人
の
窓
意
的
な
収
奪
を
否
定
す
る
役
割
を
も

（
８
）

果
た
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
第
二
の
点
に
つ
い
て
も
、
太
平
記
読
み
の

主
張
と
重
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
か
ら
す
ぐ
さ
ま
、
太
平
記

読
み
と
改
作
法
と
が
関
連
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後

さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
、
両
者
が
関
連
す
る
か
否
か
、
探
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
太
平
記
読
み
の
主
従
制
論
に
着
目
し
た
い
。
利
常
は
直

裁
体
制
を
つ
く
り
、
重
臣
ら
反
対
派
を
抑
え
地
方
知
行
を
否
定
・
克
服
す
る
改

革
を
断
行
し
た
。
封
禄
制
の
改
革
は
、
従
来
の
給
人
と
給
地
の
農
民
の
関
係
を

断
ち
切
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
あ
い
ま
っ
て
政
庁
機
構
の
整
備
も
進
め
ら

（
９
）

れ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
改
革
は
、
主
従
関
係
に
何
ら
か
の
変
容
を
迫
る
も
の

で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
太
平
記
読
み
の
主
従
制
論
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
改
作
法
と
の
関
わ
り
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

第
二
に
、
太
平
記
読
永
の
主
従
制
論
の
歴
史
的
意
義
を
考
え
た
い
。
三
宅
正

（
川
）

彦
氏
は
、
一
七
世
紀
の
幕
藩
主
従
制
論
を
「
公
私
分
離
の
発
展
」
と
捉
え
、
そ

一
六
二
二
八
五

の
分
離
を
徹
底
的
に
お
し
進
め
た
思
想
家
と
し
て
山
鹿
素
行
（
元
和
八
ｌ
貞
享

二
）
を
位
置
づ
け
る
。
素
行
は
、
君
主
を
八
私
Ｖ
、
天
下
・
国
家
を
八
公
Ｖ
と

し
て
、
「
忠
を
君
主
に
対
す
る
道
徳
で
は
な
く
、
国
家
に
対
す
る
八
公
Ｖ
的
な

道
徳
と
し
た
。
八
公
Ｖ
の
ま
え
に
は
、
八
父
子
天
合
Ｖ
も
八
義
合
Ｖ
化
さ
れ
る
」

と
い
う
。
こ
れ
は
素
行
の
主
従
制
論
の
特
性
を
的
確
に
把
握
し
て
い
る
。
だ
が

素
行
が
い
か
に
こ
れ
を
形
成
し
た
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
現
実
の
変
容
に

対
応
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
未
解
明
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
実
は
素
行
は
、

修
学
過
程
で
「
理
尽
抄
』
の
抜
き
書
き
『
理
尽
抄
抜
粋
』
を
作
成
す
る
等
、
『
理

尽
抄
』
を
読
ん
で
お
り
、
「
理
尽
抄
』
の
主
従
制
論
の
解
明
は
素
行
の
思
想
形

成
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も
不
可
欠
で
あ
る
。
「
理
尽
紗
』
の
主
従
制
論
を
解

明
し
、
そ
れ
が
幕
藩
主
従
制
論
の
「
展
開
」
過
程
に
お
い
て
い
か
な
る
位
置
を

占
め
て
い
る
か
、
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
三
に
、
太
平
記
読
象
の
主
従
制
論
が
後
世
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
え

て
ゑ
た
い
。
こ
れ
を
考
察
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
佐
藤
直
方
を

と
り
あ
げ
る
。
直
方
（
度
塞
和
事
儲
り
は
、
崎
門
（
京
、
山
崎
闇
斎
門
）

出
身
の
儒
学
（
朱
子
学
）
者
で
あ
り
、
元
禄
期
以
降
は
主
に
江
戸
を
舞
台
に
活

躍
し
、
前
橋
藩
主
酒
井
忠
挙
・
唐
津
藩
主
士
井
利
実
な
ど
多
く
の
大
名
に
招
聰

（
Ⅲ
）

さ
れ
進
講
し
た
。
赤
穂
浪
士
批
判
を
展
開
し
た
こ
と
で
著
名
な
、
こ
の
思
想
家

に
着
目
す
る
の
は
、
直
方
が
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
二
月
執
筆
の
「
大
学

皆
自
明
也
説
」
⑤
と
い
う
論
文
で
、
赤
穂
浪
士
を
忠
臣
義
士
と
賞
賛
す
る
当
時

の
お
お
か
た
の
論
調
を
批
判
し
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

浅
野
氏
家
臣
四
十
六
人
ヲ
忠
臣
卜
云
タ
グ
ヒ
、
太
平
記
ノ
評
判
ナ
ド
ニ
云

ダ
ル
忠
ヲ
学
ノ
上
デ
結
構
ニ
思
う
〈
浅
猿
シ
キ
コ
ト
也

直
方
は
、
世
上
の
忠
臣
義
士
論
の
背
後
に
、
「
太
平
記
の
評
判
」
す
な
わ
ち

『
理
尽
抄
』
の
存
在
を
見
て
い
る
。
従
来
、
直
方
研
究
は
、
そ
の
義
士
否
認
論

（
吃
）

を
め
ぐ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
発
言
は
全
く
注
意
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
だ
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
発
言
の
意
図
と
そ
の
背
景
を
探
り
、

直
方
の
眼
に
太
平
記
読
み
の
主
従
制
論
が
ど
の
よ
う
に
映
じ
て
い
た
か
。
ま
た

直
方
当
時
の
Ｉ
元
禄
末
～
享
保
に
か
け
て
の
ｌ
主
従
制
を
め
ぐ
る
議
論

の
な
か
で
、
直
方
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
た
の
か
、
考
察
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
に
太
平
記
読
み
（
『
理
尽
抄
』
講
釈
）
の
始
期
（
元

和
・
寛
永
）
か
ら
享
保
期
ま
で
を
視
野
に
い
れ
、
太
平
記
読
み
が
ど
の
よ
う
な

歴
史
的
意
義
を
担
っ
た
の
か
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
太
平

記
読
み
の
忠
論
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

『
太
平
記
』
が
忠
臣
と
し
て
称
揚
す
る
人
物
に
小
山
田
高
家
が
い
る
。
高
家

は
、
湊
川
合
戦
敗
走
に
際
し
、
窮
地
に
陥
っ
た
君
主
新
田
義
貞
に
馬
を
貸
し
、

（
旧
）

力
戦
し
て
果
て
た
。
『
太
平
記
』
は
、
高
家
が
軍
法
に
違
反
し
て
青
麦
を
刈
っ
た

の
を
、
義
貞
が
罰
し
な
い
ば
か
り
か
糧
を
与
え
た
こ
と
に
感
激
し
て
、
高
家
は

君
主
の
身
代
り
に
命
を
捨
て
た
と
叙
述
し
て
い
る
（
巻
一
六
）
。
『
理
尽
抄
』
⑥

は
こ
れ
を
評
し
て
、
「
主
無
道
ナ
レ
ハ
、
下
カ
ダ
マ
シ
ク
シ
テ
忠
ヲ
不
し
思
ハ
・

義
貞
情
ア
リ
智
ア
リ
シ
故
二
、
郎
従
モ
然
ナ
リ
。
高
家
力
主
ヲ
助
ケ
テ
死
タ
ル

ハ
義
貞
ノ
成
シ
タ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
」
（
巻
一
六
）
と
い
う
。
高
家
の
献
身
は
君
主

の
恩
あ
れ
ば
こ
そ
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
論
評
し
、
臣
下
の
忠
は
君
主
の
恩

（
Ｍ
）

（
経
済
的
恩
賞
・
情
の
恩
）
の
反
対
給
付
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に

「
臣
為
し
君
命
ヲ
捨
ッ
。
君
二
被
し
養
為
也
。
君
、
臣
ヲ
扶
助
ス
ル
事
、
遣
ン

し
ん

し
ん

力
為
也
」
（
巻
二
四
）
、
「
臣
君
ヲ
思
う
・
慈
ヲ
受
ン
カ
為
也
。
（
中
略
）
君
臣
ヲ

愛
ス
。
事
ノ
急
ナ
ル
ニ
及
ン
テ
命
ヲ
召
ン
力
為
、
又
〈
太
平
ノ
時
ニ
シ
モ
忠
ヲ

思
〈
シ
メ
ン
カ
タ
メ
ナ
（
リ
）
」
（
同
前
）
と
ま
で
語
り
、
主
従
の
結
合
が
、
相

互
の
打
算
的
な
意
図
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
言
明
し
て
い

る
。
太
平
記
読
承
は
、
主
従
関
係
が
恩
の
反
対
給
付
に
依
存
し
た
双
務
的
関
係

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
に
注
目
し
た
い
の
は
、
君
主
と
国
家
と
の
関
係
で
あ
る
。
『
理
尽
抄
』

と
き

は
、
「
国
主
不
忠
ニ
シ
テ
国
ヲ
奪
上
民
ヲ
負
ル
則
亡
国
は
滅
び
、
「
国
主
忠
有

テ
執
政
一
一
私
ナ
ク
下
民
ヲ
利
ス
レ
ハ
、
民
主
ヲ
親
フ
シ
テ
」
「
国
家
安
泰
」
（
巻

三
五
）
と
な
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
君
主
と
国
家
は
完
全
に
分
離
し
て
お
り
、

国
家
は
君
主
の
忠
の
対
象
で
あ
る
。
太
平
記
読
み
に
よ
れ
ば
、
君
主
に
よ
る
過

｜
太
平
記
読
み
の
忠
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む
さ

酷
な
収
奪
は
、
「
民
ヲ
負
ポ
ル
則
民
貧
ス
、
貧
ケ
レ
ハ
民
家
日
ヲ
追
テ
滅
ス
。
民

家
減
ル
則
、
田
畠
年
々
二
不
し
作
ラ
。
是
国
ノ
納
徳
ヲ
失
ノ
禍
二
非
ス
ャ
」
（
巻

二
六
）
と
、
民
を
疲
弊
さ
せ
税
収
を
激
減
さ
せ
る
。
結
局
「
下
恨
テ
国
乱
モ
ノ

ナ
リ
」
、
民
の
反
抗
を
ま
ね
き
、
「
自
然
二
天
道
背
人
望
二
背
ク
故
、
不
し
久
シ
テ

亡
ル
物
ソ
」
と
厳
し
く
警
告
し
て
い
る
。
「
国
ノ
主
ダ
ル
者
〈
其
国
ノ
万
民
ヲ

養
ヲ
以
テ
要
ト
ス
」
（
巻
三
三
）
、
「
国
主
ダ
ル
者
、
我
ヵ
国
ノ
下
民
ヲ
〈
平
等

一
一
、
如
シ
実
子
↓
思
ヘ
ト
ナ
リ
」
（
巻
二
五
）
と
、
万
民
の
養
育
こ
そ
が
君
主
の

責
務
で
あ
り
、
国
に
対
す
る
君
主
の
忠
な
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
臣
下
の
忠
の
対
象
に
つ
い
て
も
、
「
朝
夕
主
ノ
恩
ヲ
思
上
、
国
ノ

事
ヲ
思
フ
テ
死
ス
ル
ハ
忠
也
」
（
巻
二
六
）
、
「
尊
氏
兄
弟
二
忠
在
テ
国
家
ノ
事

ヲ
思
（
フ
）
」
（
同
前
）
と
、
君
主
個
人
と
並
べ
て
国
家
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か

も
、
両
者
の
う
ち
「
凡
忠
臣
ハ
第
一
二
国
ヲ
思
上
、
第
二
二
主
ヲ
思
上
」
（
巻

三
五
）
と
、
国
へ
の
忠
が
優
先
す
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
「
奉
行
頭
人
」
と
し

て
、
君
主
を
補
佐
し
、
と
き
に
諫
言
を
し
、
撫
民
を
実
現
す
る
こ
と
を
、
国
へ

の
忠
と
ゑ
な
す
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
第
四
に
、
国
へ
の
忠
は
、
君
主
・
臣
下
（
為
政
者
層
）
に
の
み
に
限

定
さ
れ
な
い
。

何
ソ
国
ノ
土
地
食
ヲ
ハ
ン
テ
、
報
国
ノ
忠
ナ
キ
者
人
倫
二
有
ラ
ン
ャ
。
家

二
材
木
多
シ
。
一
ト
シ
テ
家
ノ
用
二
不
ル
《
し
立
ナ
シ
。
国
二
万
物
有
り
、

一
ト
シ
テ
国
ノ
用
一
一
不
し
立
ナ
シ
。
非
情
ス
ラ
然
也
。
畜
生
同
シ
◎
益
テ

人
倫
二
於
テ
ヲ
ャ
。
上
一
人
ヨ
リ
下
万
民
二
至
ル
マ
テ
、
報
国
／
忠
ナ
カ

ラ
ン
者
、
天
地
ノ
道
理
二
背
ク
ゾ
カ
シ
（
同
前
）

す
べ
て
の
国
民
は
「
国
の
土
地
・
食
を
は
み
」
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

の
だ
か
ら
、
君
主
・
臣
下
だ
け
で
な
く
下
万
民
に
至
る
ま
で
、
国
家
に
忠
を
尽

く
す
必
要
が
あ
る
。
太
平
記
読
み
は
、
国
へ
の
忠
を
「
報
国
の
忠
」
と
呼
び
、

は
ざ

そ
れ
を
万
民
の
責
務
と
み
な
す
。
具
体
的
に
は
「
諸
民
皆
其
業
々
在
り
」
（
巻

二
四
）
と
、
農
工
商
そ
れ
ぞ
れ
の
な
り
わ
い
を
通
じ
て
国
の
役
に
立
つ
べ
き
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。

第
五
に
、
「
報
国
の
忠
」
の
次
に
「
此
心
ヲ
知
テ
次
ニ
ハ
国
主
二
忠
ヲ
專
ト

ス
ヘ
シ
」
（
巻
三
五
）
と
、
君
主
に
忠
を
尽
く
す
べ
き
事
が
説
か
れ
る
。
注
目

す
べ
き
こ
と
に
、
君
主
へ
の
忠
も
、
知
行
を
付
与
さ
れ
た
臣
下
に
限
定
さ
れ
な

い
。
「
凡
身
ヲ
立
テ
家
ヲ
富
シ
、
従
類
門
前
二
市
ヲ
成
ス
事
、
分
々
当
々
皆
君

恩
二
非
ス
ャ
。
実
二
身
二
余
ル
ノ
重
恩
也
。
是
ヲ
報
セ
ン
ト
思
う
心
ナ
ク
ハ
、

非
季
人
倫
ご
と
、
万
民
は
君
恩
を
浴
し
て
生
き
て
い
る
と
し
、
君
主
に
忠
を

尽
く
す
こ
と
を
万
民
の
責
務
と
す
る
。
国
恩
の
場
合
と
同
じ
く
、
職
分
を
尽
く

す
べ
き
だ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
太
平
記
読
み
は
、
君
主
と
国
家
「
公
義
」
（
巻
五
）
と
を
分
離

し
、
忠
と
は
ま
ず
国
家
に
対
す
る
道
徳
で
あ
り
、
君
主
か
ら
庶
民
ま
で
が
そ
れ

ぞ
れ
の
職
分
を
果
す
べ
き
だ
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
利
常
直
属
の
吏
僚

層
や
十
村
を
「
公
儀
の
御
役
人
」
に
編
成
し
、
農
民
を
「
公
儀
の
御
百
姓
」
と

（
喝
）

し
て
確
定
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
改
作
法
を
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
注
目
し
た
い

の
は
、
素
行
の
主
従
制
論
と
の
近
似
で
あ
る
。
実
は
、
「
理
尽
抄
』
の
「
凡
忠

臣
〈
第
一
二
国
ヲ
思
上
、
第
二
一
主
ヲ
思
上
」
（
巻
三
五
）
、
「
国
ノ
主
ダ
ル
者
〈

其
国
ノ
万
民
ヲ
養
ヲ
以
テ
要
ト
ス
」
（
巻
三
三
）
等
と
い
っ
た
箇
所
を
、
素
行

は
『
理
尽
抄
抜
粋
』
⑦
に
引
用
し
て
お
り
、
素
行
の
主
従
制
論
は
『
理
尽
抄
』

の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
あ
る
。
紙
数
の
関
係
で
『
理
尽
抄
』
・
素
行
の
詳

細
な
関
連
は
別
稿
を
期
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
『
理
尽
抄
』
の
主
従
制

論
が
素
行
を
先
取
り
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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『
理
尽
抄
』
が
「
最
善
シ
」
（
巻
一
六
）
と
賛
美
す
る
小
山
田
高
家
の
討
死

の
シ
ー
ン
を
、
直
方
は
次
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る
（
「
学
談
雑
録
」
⑧
）
。

太
平
記
二
小
山
田
ガ
馬
ヲ
義
貞
ニ
カ
シ
タ
ヲ
青
麦
ノ
報
ジ
ャ
ト
テ
殊
勝
ナ

コ
ト
ニ
書
タ
。
ア
レ
ガ
ナ
ン
ノ
殊
勝
ナ
ル
コ
ト
ゾ
。
青
麦
ノ
コ
ト
ナ
ク
ト

モ
主
君
大
将
ノ
難
二
及
ブ
ヲ
見
テ
シ
ラ
ヌ
顔
シ
テ
ヲ
ラ
レ
フ
カ
。
聖
賢
ノ

筋
ハ
ソ
ウ
デ
ハ
ナ
イ
。
昔
時
我
ニ
ァ
シ
ク
ァ
タ
ラ
レ
タ
君
デ
モ
其
場
二
臨

テ
ハ
主
君
ノ
命
一
一
カ
ワ
ル
ガ
義
理
也

直
方
は
、
高
家
の
忠
死
が
義
貞
へ
の
報
恩
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

厳
し
く
非
難
す
る
。
恩
が
な
く
と
も
、
あ
る
い
は
「
我
に
悪
し
く
当
た
ら
れ
た

君
で
も
」
、
そ
の
場
に
臨
ん
で
は
主
君
の
命
に
代
わ
る
の
が
家
臣
が
守
る
べ
き

「
義
理
」
で
あ
る
と
い
う
。
「
正
二
其
義
一
不
し
計
二
其
利
一
」
（
同
前
、
董
仲
詩

語
）
と
、
義
・
利
を
弁
別
し
功
利
を
強
く
斥
け
る
直
方
は
、
恩
と
奉
公
と
の
交

換
か
ら
な
る
主
従
関
係
に
、
自
ら
の
聖
賢
の
学
と
は
相
い
容
れ
な
い
功
利
性
を

見
い
だ
し
、
嫌
悪
し
て
い
る
。
「
此
筋
テ
太
平
記
ヲ
見
ョ
・
胸
ノ
ワ
ル
キ
コ
ト

計
也
」
と
、
『
太
平
記
』
に
対
し
不
快
感
を
む
き
出
し
に
す
る
。

『
太
平
記
』
『
理
尽
抄
』
が
希
世
の
忠
臣
と
し
て
賞
賛
す
る
楠
正
成
・
正
行

父
子
の
忠
も
、
直
方
は
「
楠
父
子
モ
仕
形
ノ
上
二
不
忠
〈
見
へ
ザ
レ
ト
モ
、
心

中
自
ノ
所
〈
如
何
ア
ラ
ン
カ
・
聖
賢
ノ
学
ヲ
知
ラ
ヌ
人
ナ
レ
バ
覚
束
ナ
シ
」
（
「
大

学
皆
自
明
也
説
」
）
と
、
楠
父
子
が
聖
賢
の
学
を
学
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と

を
根
拠
に
疑
問
符
を
つ
け
て
い
る
。
「
仕
形
」
で
は
な
く
、
「
心
中
自
の
所
」
が

ど
う
で
あ
る
か
が
問
題
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

君
父
カ
ラ
懇
意
ナ
レ
バ
忠
孝
ヲ
ス
レ
バ
、
商
売
ニ
ナ
ル
也
。
向
二
不
し
構

二
直
方
の
太
平
記
読
み
批
判
と
義
士
否
認
論

我
一
分
ノ
当
然
ヲ
尽
ス
ニ
テ
ナ
ヶ
レ
ハ
自
ラ
ニ
テ
ハ
ナ
シ
。
君
父
ノ
前
一
一

居
ル
時
バ
カ
リ
忠
孝
ヲ
シ
テ
退
テ
我
独
ノ
場
ニ
テ
忠
孝
ヲ
忘
ル
、
ナ
レ
バ

自
ノ
意
ニ
テ
ナ
シ
。
好
二
好
色
一
ノ
警
ヘ
ノ
親
切
ナ
ル
ト
云
ヲ
．
、
ニ
ヲ

イ
テ
味
ベ
シ
（
同
前
）

直
方
は
、
恩
の
反
対
給
付
と
し
て
の
忠
・
孝
を
「
商
売
」
（
売
買
・
商
取
引
）

と
象
な
し
軽
蔑
す
る
。
「
心
中
自
ら
」
の
忠
・
孝
で
あ
る
た
め
に
は
、
恩
の
有

無
に
関
わ
り
な
く
「
我
一
分
の
当
然
」
を
尽
く
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
直
方

に
と
っ
て
忠
・
孝
は
、
臣
・
子
の
君
・
父
へ
の
一
方
的
献
身
行
為
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
君
・
父
の
前
だ
け
で
な
く
独
り
に
な
っ
た
と
き
も
、
忠
・
孝
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
「
好
二
好
色
一
」
（
『
大
学
章
句
』
伝
六
章
）
の
よ
う
に
、
忠
・
孝

は
詐
り
の
な
い
切
実
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
な
お
直
方
と
同

門
の
浅
見
綱
斎
（
職
歴
垂
ｌ
砿
侭
一
を
も
、
恩
の
反
対
給
付
と
し
て
の
忠
・
孝

を
批
判
し
君
・
父
へ
の
一
方
的
献
身
を
説
く
。
綱
斎
に
と
っ
て
「
本
法
の
忠
」

と
は
、
「
真
実
君
ガ
イ
ト
ヲ
シ
フ
テ
忍
ラ
レ
ヌ
ト
云
至
誠
側
但
ノ
本
心
ヲ
尽
ス
」

（
『
拘
幽
操
師
説
』
⑨
）
と
、
忍
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
心
、
純
粋
な
心
情
の
発

露
で
あ
り
、
そ
の
切
実
さ
を
説
く
点
に
お
い
て
は
直
方
と
同
じ
で
あ
る
。

だ
が
直
方
の
「
心
中
自
ら
」
の
忠
・
孝
は
、
「
自
ノ
字
ノ
意
〈
少
シ
ニ
テ
モ

外
へ
向
う
心
ナ
ク
我
心
也
。
我
心
中
へ
引
分
テ
如
何
ト
看
ヲ
云
也
」
（
「
大
学
皆

自
明
也
説
」
）
と
い
う
「
自
」
の
定
義
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
単
な
る
心
情
の

象
ず
か

発
露
で
は
な
い
。
「
我
心
中
へ
引
分
て
如
何
と
看
る
」
、
す
な
わ
ち
自
ら
そ
の
義

理
を
探
求
す
る
工
夫
が
不
可
欠
と
さ
れ
る
。
直
方
は
、
「
千
々
万
々
聖
賢
ノ
学

問
ノ
根
本
ハ
自
ノ
字
一
一
ア
ル
」
と
、
自
ら
義
理
を
探
求
で
き
る
よ
う
な
判
断
力

を
確
立
す
る
こ
と
を
学
問
の
根
本
と
す
る
。
直
方
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
自

主
的
判
断
力
の
確
立
は
「
唯
畢
寛
ノ
自
ノ
合
点
ナ
ヶ
レ
バ
武
士
一
分
〈
立
ヌ
」

一
○
四



と
、
武
士
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
を
確
立
し
得
た
武
士
は
さ
ら
に
進
ん
で
、

被
治
者
た
る
民
を
教
化
・
教
導
す
べ
き
だ
と
い
う
。
し
か
も
そ
の
教
化
は
、
「
新

民
上
デ
モ
民
ガ
自
新
タ
ニ
ス
ル
デ
ナ
ヶ
レ
バ
ナ
ラ
ズ
。
何
程
上
カ
ラ
下
知
シ
テ

モ
民
共
ガ
我
ト
自
ラ
勤
メ
ス
、
ム
’
一
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
蓮
ノ
葉
二
水
ヲ
掛
ル
如
ク
、

ウ
ル
ヲ
イ
シ
ミ
ッ
ク
コ
ト
ナ
ヶ
レ
バ
用
二
立
ズ
。
俗
一
一
云
ツ
ヶ
ャ
キ
バ
ナ
リ
」

（
同
前
）
と
、
強
権
に
よ
り
民
を
服
従
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
民
の
自
発
性

自
主
性
（
Ⅱ
自
発
的
服
従
）
を
酒
養
す
る
よ
う
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
。
民
の
自
覚
を
呼
び
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
外
面
的
な
教
化
は
「
付
け
焼

き
刃
」
で
あ
る
、
と
直
方
の
批
判
は
手
厳
し
い
。

君
臣
・
父
子
の
関
係
に
お
い
て
も
、
「
臣
子
ノ
君
父
二
事
ル
モ
自
ノ
合
点
ナ

ヶ
レ
バ
一
日
ヤ
ト
ヒ
ノ
人
夫
同
事
ナ
リ
」
と
、
そ
れ
が
真
の
忠
・
孝
と
な
る
の

か
、
打
算
的
な
忠
・
孝
に
堕
す
る
か
の
分
岐
は
、
ひ
と
え
に
こ
の
「
自
の
合
点
」

に
か
か
っ
て
い
る
。
し
か
も
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
主
従
関
係
の
場
合
に
は
、

そ
の
関
係
が
義
理
に
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
た
と
き
に
は
、
「
事
ヘ
テ
義
理
二

合
ヌ
コ
ト
ァ
ッ
テ
、
不
し
得
し
已
主
君
ヲ
取
替
ル
コ
ト
ハ
君
子
デ
モ
ス
ル
」
（
「
忠

孝
不
両
全
弁
」
⑩
）
と
、
そ
の
解
消
も
是
認
す
る
。
逆
に
主
君
の
た
め
に
死
ん

で
も
「
自
の
合
点
」
が
な
け
れ
ば
（
す
な
わ
ち
自
主
的
判
断
能
力
が
な
い
場
合

に
は
）
、
忠
臣
で
は
な
い
と
い
う
。
「
（
正
成
ガ
）
後
醍
醐
帝
ニ
ソ
ム
ヵ
ヌ
モ
義

理
ヲ
知
テ
致
シ
タ
ル
ニ
非
ズ
」
（
「
軍
談
筆
記
」
⑪
）
。
聖
賢
の
学
を
学
ば
な

か
っ
た
正
成
は
、
義
理
を
探
求
す
る
判
断
力
を
持
ち
合
わ
せ
な
か
っ
た
。
よ
っ

て
正
成
は
忠
臣
と
呼
び
得
な
い
と
い
う
の
が
、
直
方
の
結
論
で
あ
る
。
「
心
中

（
肥
）

自
ら
」
の
忠
・
孝
は
、
自
ら
そ
の
義
理
を
探
求
す
る
工
夫
を
経
た
上
の
、
義
理

と
し
て
の
忠
・
孝
な
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、

世
上
二
忠
ノ
字
ヲ
軽
ク
心
得
テ
、
誰
ハ
忠
臣
誰
〈
忠
義
ノ
士
卜
云
〈
、
ヲ

カ
シ
キ
コ
ト
也
（
「
大
学
皆
自
明
也
説
」
）

世
上
で
は
忠
の
重
み
を
理
解
せ
ず
、
誰
は
忠
臣
、
誰
は
忠
義
の
士
な
ど
と
も

て
は
や
し
て
い
る
。
直
方
が
噺
笑
す
る
こ
の
世
上
の
論
こ
そ
、
他
な
ら
ぬ
、
赤

穂
義
士
論
で
あ
り
、
義
士
論
に
対
抗
し
て
直
方
が
義
士
否
認
の
論
陣
を
張
っ
た

こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
直
方
は
、
浅
野
内

匠
頭
刃
傷
事
件
、
浪
士
の
吉
良
襲
撃
事
件
に
対
す
る
幕
府
の
処
置
に
「
義
理
」

（
「
復
讐
論
」
⑫
）
を
認
め
、
浅
野
内
匠
頭
、
赤
穂
浪
士
の
行
為
は
、
い
ず
れ

も
義
理
に
背
く
（
「
不
義
」
）
「
大
罪
」
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。
直
方
は
い
う
。

も
し
浪
士
が
襲
撃
後
、
即
座
に
自
殺
し
て
果
て
た
の
な
ら
「
理
二
不
し
中
卜
云

ド
モ
其
志
可
レ
憐
」
、
そ
の
行
為
は
不
当
だ
が
そ
の
志
し
は
賞
美
で
き
る
。
し

か
る
に
浪
士
は
自
殺
せ
ず
、
事
後
処
理
を
幕
府
に
委
ね
た
。

是
人
之
恋
賞
ヲ
得
テ
死
ヲ
遁
レ
禄
ヲ
得
ル
ノ
謀
二
非
ズ
ャ
。
（
中
略
）
内

匠
家
素
ヨ
リ
山
鹿
氏
ガ
軍
法
ヲ
尊
ミ
、
大
石
ヲ
始
此
教
ヲ
学
ブ
。
渠
等
流

浪
ノ
身
ト
ナ
ル
ノ
激
意
ヨ
リ
起
テ
、
其
処
置
皆
権
謀
ヲ
以
ス
。
忠
義
ヲ
主

ト
シ
側
担
ノ
情
ヨ
リ
出
ル
’
一
ア
ラ
ズ
。
士
ダ
ル
者
、
詳
二
考
、
明
二
弁
ジ
、

ひ
ら

世
俗
ノ
惑
ヲ
発
ク
、
ヘ
キ
コ
ト
也

こ
れ
は
人
に
誉
め
ら
れ
、
死
を
免
れ
禄
を
得
よ
う
と
い
う
謀
り
ご
と
で
あ
る
。

直
方
は
、
浪
士
の
行
動
を
、
赤
穂
浅
野
家
に
調
居
し
て
い
た
山
鹿
素
行
（
赤
穂

配
流
は
覚
募
伝
ｌ
砥
蕪
三
の
軍
法
に
も
と
づ
く
権
謀
だ
と
決
め
つ
け
る
。
浪

士
の
襲
撃
は
功
利
的
動
機
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
心

情
の
発
露
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
綱
斎
は
直
方
の
こ
の
権

謀
説
を
「
是
亦
一
笑
ノ
説
也
」
（
「
四
十
六
士
論
」
⑬
）
と
一
笑
に
ふ
す
。
綱
斎

に
よ
れ
ば
、

楠
正
成
ノ
軍
法
モ
、
漢
ノ
張
良
諸
葛
孔
明
ノ
軍
術
モ
、
権
謀
ヲ
免
ザ
ル
コ

一
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卜
多
シ
。
然
ド
モ
有
ル
ー
儒
者
気
象
一
ノ
、
古
今
ノ
忠
義
ノ
ト
云
一
え
今
ニ

テ
リ
カ
、
ヤ
キ
テ
疑
論
ス
ル
者
ナ
キ
ハ
、
本
心
大
義
ノ
明
ナ
ル
ュ
ヱ
也
（
同

一
別
）

楠
正
成
・
張
良
・
諸
葛
孔
明
の
軍
法
・
軍
術
も
権
謀
を
免
れ
得
な
い
ｏ
し
か

し
な
が
ら
、
儒
者
の
「
気
象
」
が
あ
る
と
か
、
古
今
の
忠
義
で
あ
る
と
か
い
っ

て
賞
賛
せ
ら
れ
、
誰
も
そ
れ
に
疑
い
を
さ
し
は
さ
ま
な
い
の
は
、
彼
ら
の
行
為

が
「
本
心
」
（
純
粋
な
心
情
）
に
も
と
づ
き
、
し
か
も
「
大
義
」
に
叶
っ
て
い

る
か
ら
だ
と
い
う
。
綱
斎
は
続
け
て
、
（
「
本
心
」
「
大
義
」
の
う
ち
）
「
タ
ト
ヘ

本
心
ハ
ト
モ
ァ
レ
、
大
義
サ
ヘ
立
テ
バ
忠
軍
義
戦
ノ
類
ヲ
ハ
ヅ
レ
ズ
」
、
「
吾
国

太
平
記
ノ
宮
方
ナ
ド
然
リ
」
と
、
「
大
義
」
に
叶
っ
て
さ
え
い
れ
ば
「
忠
軍
義

戦
」
と
呼
び
得
る
と
し
『
太
平
記
』
時
代
の
「
宮
方
」
（
後
醍
醐
、
南
朝
方
）

を
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
る
。
「
大
久
保
軍
介
力
大
石
内
蔵
助
ヲ
論
シ
テ
、
『
ヨ
シ

権
謀
ニ
モ
セ
ョ
名
ノ
為
二
シ
タ
ル
ニ
モ
セ
ョ
、
大
義
力
忠
義
一
一
ア
フ
ト
忠
義
卜

云
ハ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
ソ
ノ
上
ノ
ョ
シ
ア
シ
ノ
吟
味
ハ
ア
ル
ヘ
キ
コ
ト
。
何
テ
ア

レ
、
シ
カ
タ
カ
忠
ナ
レ
ハ
忠
ト
云
モ
ノ
ナ
リ
。
善
至
善
ノ
チ
カ
イ
ハ
ァ
ル
テ
ァ

ラ
』
卜
云
タ
ソ
。
ヨ
ク
云
タ
ソ
」
（
『
常
話
割
記
』
⑭
、
『
』
は
筆
者
）
と
、
権

謀
で
あ
っ
て
も
功
名
目
当
て
で
あ
っ
て
も
浪
士
の
行
為
が
「
大
義
」
に
叶
っ
て

い
れ
ば
忠
義
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
大
久
保
軍
介
（
未
詳
）
の
見
解
ｌ

明
ら
か
に
直
方
批
判
で
あ
る
ｌ
を
、
舸
斎
は
「
よ
く
云
た
ぞ
」
と
評
価
す
る
。

綱
斎
は
、
「
本
心
」
「
大
義
」
の
両
立
を
忠
義
の
理
想
と
し
な
が
ら
も
、
「
大
義
」

（
Ⅳ
）

を
立
て
た
者
で
あ
れ
ば
忠
臣
義
士
と
し
て
認
め
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
直
方
は
こ
の
功
利
性
を
つ
く
。
直
方
に
よ
れ
ば
、
太
平
記
読
み
が
説

く
忠
も
、
浪
士
の
忠
も
、
功
利
的
で
あ
り
、
「
自
の
合
点
」
の
あ
る
主
従
関
係

で
は
な
い
。
「
浅
野
氏
家
臣
四
十
六
人
ヲ
忠
臣
ト
云
タ
グ
ヒ
、
太
平
記
ノ
評
判

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
赤
穂
義
士
劇
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
（
竹
田
出

雲
・
三
好
松
洛
・
並
木
宗
輔
合
作
）
で
あ
る
。
こ
れ
が
『
太
平
記
』
世
界
を
借

り
た
史
劇
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。
足
利
政
権
の
執
権
高

師
直
が
塩
冶
判
官
高
貞
の
妻
に
横
恋
慕
し
塩
冶
判
官
を
讓
死
さ
せ
た
、
「
塩
冶

判
官
謹
死
事
」
章
（
流
布
本
『
太
平
記
』
巻
二
一
）
の
図
式
を
借
用
し
、
吉
良

上
野
介
義
央
を
師
直
に
、
浅
野
内
匠
頭
長
矩
を
塩
冶
判
官
に
仮
託
す
る
。
そ
し

て
「
師
直
の
滅
亡
す
る
経
過
を
説
く
に
当
た
っ
て
赤
穂
浪
士
の
復
讐
護
を
取
り

（
略
）

入
れ
た
」
（
今
尾
哲
也
「
『
太
平
記
』
と
『
忠
臣
蔵
』
」
）
の
で
あ
る
。
今
尾
氏
に

よ
れ
ば
、
義
士
劇
成
立
以
前
に
、
そ
れ
と
は
無
関
係
に
八
高
・
塩
冶
物
Ｖ
の
作

一
六
九
九

品
群
（
『
吉
田
兼
好
鹿
巻
筆
』
八
元
禄
一
二
年
九
月
頃
初
演
Ｖ
、
『
塩
引
閨
正
月
』

八
宝
撚
蒟
年
閏
正
月
初
演
Ｖ
等
）
が
作
ら
れ
上
演
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
の
師

（
的
）

直
は
も
は
や
『
太
平
記
』
の
師
直
そ
の
人
で
は
な
く
、
『
理
尽
抄
』
八
伝
Ｖ
に

そ
の
貫
欲
さ
・
好
色
さ
を
増
幅
し
て
描
か
れ
た
師
直
で
あ
る
。
八
高
・
塩
冶

物
Ｖ
は
、
『
理
尽
抄
』
八
伝
Ｖ
が
規
定
し
た
師
直
像
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
う
。

そ
し
て
『
忠
臣
蔵
』
も
、
『
理
尽
抄
』
八
伝
Ｖ
↓
八
高
・
塩
冶
物
Ｖ
の
系
譜
に

つ
ら
な
る
も
の
だ
と
、
今
尾
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
貞
享
・
元
禄
期
か

ら
一
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
、
庶
民
相
手
の
、
大
道
芸
と
し
て
の
太
平
記
読

ナ
ド
ニ
云
ダ
ル
忠
ヲ
学
ノ
上
デ
結
構
ニ
思
う
〈
浅
猿
シ
キ
コ
ト
也
」
。
太
平
記

読
み
の
功
利
的
な
ｌ
恩
の
反
対
給
付
と
し
て
の
Ｉ
忠
を
学
び
立
派
な
も
の

の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
ら
、
浪
士
の
功
利
的
な
行
為
も
忠
と
も
て
は
や
す
の

だ
、
と
。
こ
の
よ
う
に
直
方
は
、
義
士
論
が
太
平
記
読
み
の
思
想
的
影
響
下
に

あ
る
と
み
な
し
、
批
判
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

｜
｜
｜
太
平
記
読
み
の
余
波

一
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（
卯
）

み
が
現
れ
、
辻
講
釈
が
盛
行
を
迎
え
る
時
期
で
あ
る
。
八
高
・
塩
冶
物
Ｖ
は
、

太
平
記
読
み
に
よ
り
耕
さ
れ
た
豊
壌
な
大
地
に
育
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
忠

臣
蔵
』
は
い
わ
ば
そ
の
果
実
な
の
で
あ
る
。
「
忠
臣
蔵
』
が
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎

に
か
け
ら
れ
た
の
は
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
で
あ
り
、
す
で
に
直
方
は
こ
の

世
に
い
な
い
。
だ
が
宝
永
七
年
（
一
七
一
○
）
上
演
の
「
太
平
記
さ
堂
れ
石
』

（
作
者
未
詳
）
・
『
碁
盤
太
平
記
』
（
近
松
門
左
衛
門
）
に
は
、
す
で
に
八
高

・
塩
冶
物
Ｖ
に
赤
穂
浪
士
の
仇
討
が
取
り
込
ま
れ
て
お
り
、
「
『
忠
臣
蔵
』
の
構

（
幻
）

造
の
原
型
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
赤
穂
義
士
劇
が
醸
成
さ
れ
た
同
じ
土
壌
で
、

義
士
論
は
育
ま
れ
、
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
武
士
層
を
中
心
に
楠
正
成
を
題
材
と
し
た
書
画
が
も
て
は
や
さ
れ
、

多
く
の
儒
学
者
は
依
頼
さ
れ
て
そ
の
賛
や
賊
を
作
っ
て
い
る
。
林
鳳
岡
（
「
楠

正
成
遺
言
正
行
」
等
）
、
室
鳩
巣
（
「
楠
正
成
賛
」
等
）
、
新
井
白
石
（
「
楠
正
成

教
子
図
」
等
）
、
貝
原
益
軒
（
「
楠
公
教
子
図
賛
」
等
）
、
伊
藤
東
涯
（
「
楠
河
州

訓
子
図
賛
」
等
）
、
浅
見
綱
斎
（
「
題
山
本
良
貴
所
蔵
楠
正
成
正
行
画
像
」
等
）
、

三
宅
観
欄
（
「
謁
楠
公
正
成
碑
井
序
」
等
）
・
…
．
．
。
彼
ら
は
異
口
同
音
に
、
「
尽

忠
報
国
」
「
世
忠
之
美
」
「
忠
孝
之
誉
」
「
忠
貫
日
月
」
と
言
葉
を
尽
く
し
て
絶

賛
し
て
い
る
。
か
つ
て
貝
原
益
軒
が
湊
川
の
田
間
に
立
ち
「
見
二
公
之
墓
一
、

墓
在
二
平
田
之
中
一
一
。
榛
葬
蕪
機
、
無
二
誕
燧
一
、
無
二
墳
封
一
、
又
無
二
碑
砺
一
・

笙
上
唯
有
二
松
梅
二
株
一
・
悲
風
請
薫
ト
シ
テ
春
草
青
青
タ
リ
」
（
「
楠
公
墓
記
」
⑮
）

と
、
そ
の
荒
廃
ぶ
り
を
嘆
じ
た
正
成
の
塚
に
、
徳
川
光
圀
が
「
鳴
呼
忠
臣
楠
子

墓
」
と
自
署
し
た
墓
碑
を
建
て
朱
舜
水
の
賛
を
刻
ん
だ
の
は
、
元
禄
五
年
（
一

六
九
二
）
で
あ
る
。
同
じ
年
、
室
鳩
巣
が
、
正
成
の
家
訓
に
仮
託
し
た
武
士
教

訓
書
「
楠
諸
士
教
」
⑯
を
執
筆
し
て
い
る
。
鳩
巣
が
正
成
の
名
を
借
り
た
の
は
、

「
昔
よ
り
本
朝
に
て
人
の
上
に
居
て
、
さ
る
あ
ら
ま
し
心
得
た
る
人
は
正
成
な

り
け
ん
か
し
」
（
自
序
）
、
武
士
に
忠
義
そ
の
他
を
教
え
る
最
適
任
者
と
認
め
た

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
さ
し
く
三
上
参
次
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
元
禄

の
頃
ま
で
に
既
に
楠
氏
は
忠
臣
の
模
範
と
な
り
非
常
な
る
勢
力
を
持
て
る
」

（
蛇
）

（
「
尊
皇
論
発
達
史
』
）
状
況
で
あ
っ
た
。
赤
穂
義
士
論
は
、
正
成
忠
臣
論
が
定

着
し
た
こ
の
状
況
下
で
、
唱
え
ら
れ
た
。
し
か
も
鳳
岡
は
「
復
讐
論
」
（
元
禄

一
六
年
）
を
、
鳩
巣
は
『
赤
穂
義
人
録
』
（
同
年
自
序
）
、
観
潤
は
「
烈
士
報
讐

録
」
を
著
す
。
…
・
・
と
い
う
よ
う
に
、
正
成
忠
臣
論
を
唱
え
た
儒
学
者
の
多
く
が

赤
穂
義
士
論
を
説
い
て
い
る
。
直
方
が
義
士
論
と
太
平
記
読
み
と
の
関
連
を
指

摘
し
た
こ
と
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

直
方
も
、
楠
正
行
を
顕
彰
し
た
文
「
楠
正
行
」
（
「
謡
蔵
録
』
巻
六
）
を
残
し

て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
講
義
や
論
文
に

お
い
て
、
瓜
生
判
官
の
母
・
騒
姫
・
安
東
入
道
聖
秀
・
大
内
介
（
『
謡
蔵
録
』

巻
六
）
・
太
平
記
剣
巻
（
『
報
蔵
録
拾
遺
』
巻
四
）
・
大
森
彦
七
（
同
巻
九
）
・

三
位
局
（
同
巻
二
五
）
・
高
師
直
・
楠
未
来
記
・
新
田
義
貞
・
後
醍
醐
天
皇
謀

反
・
佐
々
木
道
誉
（
同
巻
二
八
）
…
…
と
、
し
ば
し
ば
「
太
平
記
』
中
の
人

物
・
事
件
を
引
い
て
お
り
、
か
な
り
の
『
太
平
記
』
通
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
し
か
し
な
が
ら
直
方
は
、
正
成
を
「
聖
学
」
を
知
ら
な
い
「
一
向
無
学
ノ

俗
人
」
（
「
軍
談
筆
記
」
）
と
み
な
し
、
忠
臣
と
呼
び
得
な
い
と
断
じ
る
。
ま
た

光
圀
が
正
成
の
墓
碑
に
朱
舜
水
の
賛
を
刻
ん
だ
こ
と
に
難
癖
を
つ
け
（
「
楠
正

（
羽
）

成
墓
石
説
」
）
墓
碑
建
立
を
椰
楡
す
る
。
そ
し
て
赤
穂
義
士
論
も
、
時
流
に
乗
っ

た
ｌ
太
平
記
読
象
、
正
成
忠
臣
論
の
影
響
を
受
け
た
ｌ
浅
薄
な
議
論
に
過

ぎ
な
い
と
非
難
す
る
。
こ
の
よ
う
に
直
方
は
時
流
に
敢
然
と
逆
ら
っ
た
の
で
あ

る
。

直
方
を
し
て
時
流
へ
の
反
逆
児
た
ら
し
め
た
の
は
何
か
。
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直
方
は
い
う
。

ヨ
イ
コ
ト
ヲ
シ
テ
ホ
メ
ラ
レ
ウ
、
褒
美
ヲ
取
フ
ト
思
う
〈
日
雇
取
也
。
家

中
ガ
其
気
ニ
ナ
ッ
テ
ハ
士
風
日
々
二
哀
ル
也
（
「
学
談
雑
録
」
）

打
算
的
・
功
利
的
な
忠
が
家
中
に
蔓
延
す
れ
ば
、
武
士
の
気
風
は
日
々
衰
微

し
て
し
ま
う
と
い
う
直
方
の
危
機
感
を
、
こ
こ
か
ら
読
ゑ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

直
方
は
そ
の
よ
う
な
功
利
的
な
悪
し
き
主
従
関
係
を
「
日
雇
取
」
に
見
立
て
る
。

元
禄
～
享
保
期
は
、
武
家
奉
公
人
（
徒
士
・
足
軽
・
中
間
等
）
が
、
元
来
の
譜

代
制
か
ら
出
替
り
制
へ
と
変
質
し
、
雇
傭
期
間
も
一
年
・
半
季
・
月
雇
・
日
雇

（
別
）

と
い
う
よ
う
に
短
期
化
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
譜
代
恩
顧
の
隷
属
的
主

従
関
係
が
消
滅
し
、
雇
傭
契
約
関
係
に
も
と
づ
く
主
従
関
係
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
江
戸
在
住
の
荻
生
柤
侠
（
覚
募
や
學
偲
一
一
一
一
ご
は
、
こ
の
状
況
を
と
り

あ
げ
、
「
譜
代
者
絶
え
て
皆
出
替
り
も
の
ば
か
り
に
な
り
た
る
は
、
武
道
の
衰

廃
に
て
、
武
家
の
た
め
に
は
至
極
の
あ
し
き
事
也
と
知
る
べ
し
」
（
『
政
談
』
⑰
）

と
嘆
く
。
す
な
わ
ち
武
士
の
最
下
層
に
お
け
る
主
従
関
係
の
弛
緩
が
、
「
自
然

と
下
よ
り
上
へ
う
つ
り
て
、
そ
の
主
人
そ
の
主
人
も
、
上
へ
忠
を
尽
す
事
次
第

に
な
く
な
る
は
、
習
わ
し
の
移
る
処
也
」
と
、
上
層
部
に
ま
で
広
が
り
「
武
道

（
閉
）

の
衰
廃
」
を
招
い
た
と
い
う
。
こ
の
祖
侠
の
危
機
感
・
問
題
意
識
を
、
直
方
も

ま
た
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
直
方
は
、
商
品
経
済
の
進
展
に
と
も
な
っ
て

定
着
し
た
新
た
な
奉
公
関
係
と
、
流
行
の
正
成
忠
臣
論
・
赤
穂
義
士
論
と
を
、

と
も
に
功
利
的
主
従
関
係
で
あ
り
、
忠
の
名
に
値
し
な
い
と
し
て
、
ひ
と
か
ら

げ
に
批
判
す
る
。
直
方
に
よ
れ
ば
、
個
々
の
武
士
が
義
理
を
探
究
す
る
判
断
力

を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
ら
そ
の
義
理
を
探
究
す
る
工
夫
を
経
た
、

義
理
と
し
て
の
忠
が
、
真
の
忠
な
の
で
あ
る
。
直
方
は
、
個
々
人
の
こ
の
よ
う

な
自
覚
こ
そ
が
、
衰
微
し
た
士
風
を
振
起
す
る
方
策
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

他
方
義
士
論
者
も
、
た
と
え
ば
鳳
岡
は
「
復
讐
論
」
⑱
に
お
い
て
、
赤
穂
浪

士
の
「
一
挙
」
が
、
太
平
に
酔
い
し
れ
「
怠
惰
」
を
貧
る
武
士
を
「
奮
発
興
起
」

し
、
「
君
知
し
信
レ
臣
、
臣
知
し
忠
し
君
也
」
と
、
ゆ
る
ん
だ
主
従
関
係
の
た
が

を
締
め
な
お
し
た
の
だ
と
賞
賛
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
義
士

論
も
ま
た
、
現
実
の
頽
廃
し
た
士
風
を
ふ
る
い
起
こ
す
こ
と
を
意
図
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
直
方
は
、
義
士
論
者
と
問
題
意
識
を
同
じ
く
し
な
が
ら

も
、
そ
の
潮
流
に
あ
え
て
乗
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
直
方
は
い
う
、
「
楠
力

帯
シ
タ
ル
釦
ヲ
持
テ
ハ
武
辺
ガ
ナ
ル
ト
思
上
、
四
十
六
人
ノ
鑓
ヲ
所
望
ス
ル
様

ナ
コ
ト
ハ
、
ア
サ
マ
シ
キ
コ
ト
也
」
（
「
学
談
雑
録
」
）
と
。
直
方
に
よ
れ
ば
、

正
成
忠
臣
論
・
赤
穂
義
士
論
は
、
こ
の
よ
う
な
軽
挑
浮
薄
な
風
潮
を
う
ゑ
だ
す

に
す
ぎ
ず
、
士
風
を
振
起
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
赤
穂
浪
士
や
楠
正
成

を
称
揚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
士
風
を
振
起
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
外
面

的
な
感
化
・
教
化
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
内
面
か
ら
の
、
覚
醒
こ
そ
が
重
要
だ

と
考
え
た
。

コ
ノ
（
自
ノ
）
合
点
ナ
ヶ
レ
バ
、
一
生
ノ
間
ウ
ロ
ッ
キ
人
ヲ
頼
ミ
世
二
求

メ
、
甚
キ
ハ
神
仏
ニ
祷
り
、
シ
ッ
カ
リ
ト
我
独
オ
チ
ッ
ク
コ
ト
ナ
シ
。
或

〈
人
ノ
ホ
メ
ソ
シ
リ
ニ
心
ウ
ゴ
キ
、
或
〈
時
勢
風
俗
二
引
タ
ヲ
サ
レ
、
我

身
ナ
ガ
ラ
我
物
一
一
セ
ザ
ル
ァ
リ
サ
マ
、
世
上
ノ
人
一
向
二
外
へ
目
ヲ
付
ウ

ロ
タ
ヘ
ル
’
一
テ
見
雷
ヘ
シ
（
「
大
学
皆
自
明
也
説
」
）

「
我
身
な
が
ら
我
物
に
」
で
き
ず
付
和
雷
同
す
る
人
々
の
姿
。
直
方
は
、
義

士
論
の
盛
行
の
背
後
に
、
赤
穂
義
士
を
も
て
は
や
す
風
潮
・
時
勢
に
「
引
た
を

さ
れ
」
て
い
る
人
々
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
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以
上
、
直
方
の
「
太
平
記
ノ
評
判
ナ
ド
ニ
云
ダ
ル
忠
」
と
い
う
発
言
の
意
図

を
、
そ
の
時
代
背
景
を
勘
案
し
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
直
方
の

太
平
記
読
み
批
判
は
、
も
っ
ぱ
ら
主
従
制
論
の
功
利
性
と
い
う
点
に
の
み
向
け

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
政
道
論
、
と
り
わ
け
主
従
制
論
の
中
味
に
ま
で
及
ん
で
い

な
い
よ
う
に
み
え
る
。
と
こ
ろ
が
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
直
方
は
、
「
自
の
合

点
」
の
な
い
学
者
を
、
「
右
ノ
所
二
志
ノ
立
ヌ
学
者
〈
太
平
記
ヨ
ミ
モ
同
ジ
コ

ト
也
」
（
「
学
談
雑
録
」
）
と
、
太
平
記
読
承
と
同
じ
だ
と
非
難
し
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
志
し
を
抱
か
な
い
「
俗
儒
」
が
『
論
語
』
を
読
ん
で
も
「
自
得
」
で

き
な
い
の
を
批
判
し
て
、
「
得
ル
ト
云
デ
学
者
也
。
得
ヌ
ナ
レ
バ
論
語
ヲ
読
ダ

モ
太
平
記
ヲ
ヨ
ン
ダ
モ
同
コ
ト
也
。
俗
儒
〈
一
向
二
得
ル
ト
云
コ
ト
ハ
ナ
キ
也
」

（
『
認
蔵
録
』
巻
一
三
⑲
）
と
、
『
太
平
記
』
を
読
ん
だ
の
と
同
じ
と
非
難
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
直
方
は
、
忠
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
学
問
の
あ
り

方
、
あ
る
べ
き
学
者
を
論
ず
る
と
き
に
も
、
太
平
記
読
み
を
引
き
合
い
に
出
す
。

す
な
わ
ち
「
聖
学
」
の
対
極
に
太
平
記
読
み
を
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。
「
楠

ヲ
草
履
取
ニ
ッ
ル
、
気
デ
ナ
ケ
レ
ハ
聖
学
ハ
ナ
ラ
ヌ
」
（
『
躯
蔵
録
続
拾
遺
」
巻

一
⑳
）
と
言
い
切
る
、
強
烈
な
対
抗
意
識
は
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
出
て
来
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
は
、
太
平
記
読
み
が
担
っ
た
歴
史

的
役
割
や
そ
の
思
想
内
容
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
太
平
記
読
み
を
め
ぐ
る

直
方
の
葛
藤
の
実
像
に
迫
る
に
は
、
太
平
記
読
象
と
は
何
か
、
さ
ら
に
深
く
考

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
①
太
平
記
読
み
の
メ
ッ
カ
と
も
い
う
べ
き
加
賀
藩
の
、
改
作
法

と
の
関
連
、
②
幕
藩
制
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
い
わ
れ
る
山
鹿
素
行
の
思
想

結
び
に
か
え
て

（
主
従
制
論
）
と
の
関
連
、
③
正
成
忠
臣
論
・
赤
穂
義
士
論
と
の
関
連
か
ら
、

太
平
記
読
み
と
は
何
か
、
考
え
て
み
た
。
だ
が
、
結
局
、
太
平
記
読
み
の
歴
史

的
意
義
を
傭
瞼
す
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
①
に
つ
い
て
言
え
ば
、
近
世
初
期
の
『
理
尽
抄
』
講
釈
（
武
士
層
を

対
象
と
し
た
）
が
ど
れ
ほ
ど
普
及
し
た
の
か
、
そ
の
実
態
を
掘
り
起
こ
す
こ
と

か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
改
作
法
と
の
関
連
を
追
求
す
る
の
は
、
そ
の

次
の
仕
事
で
あ
ろ
う
。
②
に
つ
い
て
は
、
素
行
の
思
想
形
成
に
お
け
る
『
理
尽

抄
』
の
意
義
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
他
の
思
想
家
に
ま
で
考
察
を
広
げ
る
必

要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
綱
斎
は
自
著
「
忠
孝
類
説
」
に
「
理
尽
抄
』
を
引
用
し

一
六
七
○

て
忠
孝
論
を
展
開
し
、
林
家
編
纂
の
『
本
朝
通
鑑
』
（
寛
文
一
○
年
成
立
）
は

『
理
尽
抄
』
を
多
用
し
て
い
る
。
時
代
は
降
る
が
、
安
藤
昌
益
（
一
元
研
型
乍
ｌ

（
恥
）

一
ハ
ー
ー

宝
暦
一
二
）
は
『
理
尽
抄
』
の
末
書
『
太
平
記
大
全
」
の
抜
粋
帳
を
作
成
し
て

（
幻
）

い
る
、
等
々
。
『
理
尽
抄
』
を
読
み
、
影
響
を
受
け
た
思
想
家
が
少
な
か
ら
ず
い

る
。
こ
う
い
っ
た
思
想
家
の
『
理
尽
抄
』
受
容
の
実
態
を
掘
り
起
こ
し
、
さ
ら

に
は
『
理
尽
抄
』
を
軸
と
し
た
思
想
史
（
従
来
の
儒
教
を
軸
と
し
た
も
の
で
は

な
く
）
を
構
想
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
③
に
つ
い
て
も
、
貞
享
～
元
禄
期
に
登

場
し
て
く
る
大
道
芸
と
し
て
の
太
平
記
読
み
（
庶
民
対
象
）
と
、
武
士
対
象
の

太
平
記
読
み
が
ど
う
関
わ
る
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
太
平
記
読
み
の
講
釈

の
対
象
が
武
士
か
ら
庶
民
に
か
わ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
両
者
は
全
く
別
の
も

の
な
の
か
、
い
ま
だ
謎
の
ま
ま
で
あ
り
、
史
料
の
掘
り
起
こ
し
が
待
た
れ
る
。

太
平
記
読
み
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
再
び
直
方
に
挑
む
こ
と
を

期
し
、
本
稿
を
閉
じ
よ
う
。
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史
料
引
用
史
料
の
典
拠
は
次
の
通
り
①
『
微
妙
公
御
夜
話
」
、
『
御
夜
話

集
』
上
（
石
川
県
図
書
館
協
会
）
②
「
寛
文
九
年
万
覚
書
」
、
金
沢
市
立
図

書
館
加
越
能
文
庫
蔵
③
『
御
国
御
改
作
之
起
本
」
、
『
改
作
所
旧
記
』
一
七
、

加
越
能
文
庫
蔵
④
「
御
直
言
覚
書
」
、
『
御
夜
話
集
』
上
⑤
「
大
学
皆
自
明

也
説
」
、
『
調
蔵
録
」
五
（
国
会
図
書
館
蔵
）
⑥
『
理
尽
抄
』
、
正
保
二
版
、

国
会
図
書
館
蔵
⑦
『
理
尽
抄
抜
粋
」
、
平
戸
山
鹿
家
蔵
（
慶
応
義
塾
大
学
斯

道
文
庫
蔵
マ
イ
ク
巳
⑧
「
学
談
雑
録
」
、
『
謡
蔵
録
』
三
⑨
『
拘
幽
操
師

説
』
、
綱
斎
述
若
林
強
斎
筆
録
『
綱
斎
先
生
雑
記
』
三
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫

蔵
⑩
「
忠
孝
不
両
全
弁
」
、
『
謡
蔵
録
』
五
⑪
「
軍
談
筆
記
」
、
『
趨
蔵
録
』

五
⑫
「
復
讐
論
」
、
『
赤
穂
義
人
纂
書
』
二
、
国
会
図
書
館
蔵
⑬
「
四
十
六

士
論
」
、
同
前
⑭
『
常
話
割
記
』
、
『
綱
斎
先
生
遺
書
』
三
、
狩
野
文
庫
蔵

⑮
「
楠
公
墓
記
」
、
『
自
娯
集
』
三
、
正
徳
四
版
、
国
会
図
書
館
蔵
⑯
『
楠
諸

士
教
』
、
『
白
石
叢
書
』
三
○
、
狩
野
文
庫
蔵
⑰
『
政
談
』
、
辻
達
也
校
注
岩

波
文
庫
⑱
「
復
讐
論
」
、
『
赤
穂
義
人
纂
書
』
二
⑲
「
報
蔵
録
』
一
三
⑳

『
謡
蔵
録
続
拾
遺
』
一
、
『
佐
藤
直
方
全
集
』
二

註（
１
）
佐
々
木
潤
之
介
「
加
賀
藩
成
立
に
関
す
る
考
察
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』

二
四
ノ
ー
、
一
九
五
八
）
、
『
加
賀
藩
農
政
史
の
研
究
』
上
（
若
林
喜
三
郎
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
○
）
、
宮
沢
誠
一
「
幕
藩
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
成

立
と
構
造
ｌ
初
期
藩
政
改
革
と
の
関
連
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
歴
史
学
研

究
』
別
冊
、
一
九
七
三
）
、
『
加
賀
藩
に
ゑ
る
幕
藩
制
国
家
成
立
史
論
』
（
原

昭
午
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
）
等

（
２
）
（
３
）
若
林
前
掲
書
一
○
、
一
頁

（
４
）
拙
稿
「
近
世
初
期
に
お
け
る
『
国
家
』
と
『
仏
法
』
ｌ
「
太
平
記
読

み
』
研
究
序
説
ｌ
」
（
源
了
圓
・
玉
懸
博
之
編
『
国
家
と
宗
教
』
、
思
文

閣
出
版
、
一
九
九
二
）

（
５
）
拙
稿
「
延
享
期
安
藤
昌
益
の
思
想
Ｉ
『
博
聞
抜
粋
』
の
基
礎
的
研
究

ｌ
」
（
『
東
北
大
学
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
二
八
、
一
九
九
二
）

（
６
）
若
林
前
掲
書
二
二
三
～
八
頁
参
照
。
具
体
的
政
策
に
つ
い
て
は
、
寺
社

領
の
寄
進
、
宗
旨
人
別
帳
の
作
成
等
を
指
摘
で
き
る
が
、
詳
細
は
今
後
の

研
究
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
桑
斉
「
加
賀
藩
の
宗
旨
人
別
帳
に
つ
い

て
」
（
『
北
陸
史
学
』
一
三
・
四
、
一
九
六
五
）
等
、
参
照

（
７
）
利
常
印
判
状
、
若
林
前
掲
書
二
一
四
頁
。
利
常
の
農
民
助
成
策
に
つ
い

て
は
、
二
一
三
～
九
頁

（
８
）
宮
沢
前
掲
論
文
参
照

（
９
）
佐
々
木
前
掲
論
文
、
若
林
前
掲
書
三
七
二
頁

（
川
）
三
宅
正
彦
「
幕
藩
主
従
制
の
思
想
的
原
理
ｌ
公
私
分
離
の
発
展
ｌ
」

（
『
日
本
史
研
究
』
一
二
七
、
一
九
七
二
）

（
Ⅱ
）
『
佐
藤
直
方
・
三
宅
尚
斎
』
（
吉
田
健
舟
・
海
老
田
輝
巳
、
明
徳
出
版
社
、

一
九
九
○
）

（
岨
）
田
尻
祐
一
郎
「
赤
穂
事
件
と
佐
藤
直
方
の
『
理
』
」
（
「
日
本
思
想
史
研

究
』
一
八
、
一
九
八
六
）
、
『
赤
穂
四
十
六
士
論
』
（
田
原
嗣
郎
、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
七
八
）
、
小
島
康
敬
「
赤
穂
浪
士
討
入
り
事
件
Ｉ
そ
の
思

想
史
的
考
察
」
（
『
哲
学
会
誌
』
二
、
学
習
院
大
学
哲
学
会
、
一
九
七
三
）
、

尾
藤
正
英
「
佐
藤
直
方
の
思
想
」
（
『
日
本
封
建
思
想
史
研
究
』
八
青
木
書

店
、
一
九
六
一
Ｖ
）
等
参
照

（
過
）
小
山
田
高
家
の
逸
話
を
裏
付
け
る
史
料
は
管
見
に
入
ら
ず
、
史
実
か
否

一

一

○



か
未
詳

（
Ｍ
）
家
永
三
郎
「
主
従
道
徳
の
一
考
察
」
（
『
史
学
雑
誌
」
六
二
’
三
、
一
九

五
三
）
等
参
照

（
賜
）
原
前
掲
書
一
二
二
～
六
六
頁
参
照

お
の
づ
か
ら

み
づ
か
ら

（
略
）
「
自
」
は
、
単
に
「
自
」
で
は
な
い
。
「
自
」
を
掛
け
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
な
お
直
方
の
よ
う
な
忠
に
、
綱
斎
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
「
君

臣
ノ
義
ハ
ド
フ
モ
セ
フ
ョ
フ
ナ
サ
ノ
義
理
ニ
ッ
マ
リ
テ
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ

ル
、
ソ
レ
ハ
君
ヲ
無
ス
ル
ト
云
モ
ノ
」
（
『
拘
幽
操
師
説
』
）
と
。
「
主
君
の

命
に
か
は
る
が
義
理
」
「
我
一
分
の
当
然
を
尽
す
」
（
直
方
）
と
「
本
心
を

尽
す
」
（
綱
斎
）
と
の
相
違
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
両
者
の
「
理
」

の
異
同
に
つ
い
て
は
、
田
尻
祐
一
郎
「
二
つ
の
『
理
』
ｌ
闇
斎
学
派
の

普
遍
感
覚
ｌ
」
（
『
思
想
』
七
六
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
）
を
参
照

（
Ⅳ
）
こ
の
「
忠
義
」
論
は
、
直
方
の
義
士
否
認
論
を
契
機
に
提
出
さ
れ
た
も

の
で
な
く
、
赤
穂
事
件
以
前
に
も
綱
斎
は
同
様
の
発
言
を
し
て
い
る
。
た

と
え
ば
「
何
デ
モ
ア
レ
、
根
本
ノ
大
忠
義
土
台
サ
ヘ
立
テ
ハ
、
細
工
〈
流

々
、
シ
ア
ゲ
ヲ
見
ヨ
ジ
ャ
ニ
ョ
ッ
テ
、
仕
形
ハ
替
ル
ト
モ
、
躰
〈
違
う
ト

モ
、
大
根
二
疑
サ
ヘ
ナ
ク
ン
ハ
、
細
ナ
ル
処
二
毛
ヲ
吹
テ
疵
ヲ
求
ル
様
成

コ
ト
ヲ
云
ハ
ヌ
ガ
好
シ
」
（
「
靖
献
遺
言
講
義
』
元
禄
二
八
一
六
八
九
Ｖ
賊
、

東
北
大
学
阿
部
文
庫
蔵
）
。
こ
の
「
毛
ヲ
吹
テ
：
…
・
」
と
い
う
表
現
は
、
「
況

ャ
此
者
共
、
（
中
略
）
始
終
主
ヲ
ナ
ゲ
キ
、
一
念
マ
ギ
レ
ナ
キ
コ
ト
明
ナ

ル
’
一
、
何
ノ
カ
ノ
ト
吹
レ
毛
求
レ
疵
コ
ト
、
皆
非
ナ
リ
」
（
「
四
十
六
士
論
」
）

と
、
「
四
十
六
士
論
」
に
踏
襲
さ
れ
る
。

（
肥
）
『
文
学
』
五
五
’
四
、
九
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
）

（
旧
）
『
理
尽
抄
』
に
は
、
政
治
や
兵
法
に
関
す
る
論
評
を
施
し
た
八
評
Ｖ
の

他
に
、
異
伝
・
秘
話
を
収
載
し
た
八
伝
Ｖ
が
あ
る
。
加
美
宏
「
『
太
平
記

評
判
秘
伝
理
尽
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
太
平
記
享
受
史
論
考
』
、
桜
楓
社
、

一
九
八
五
）
参
照

（
別
）
中
村
幸
彦
「
太
平
記
の
講
釈
師
た
ち
」
（
『
同
著
述
集
』
一
○
、
中
央
公

論
社
、
一
九
八
三
）

（
別
）
今
尾
前
掲
論
文
八
下
Ｖ
四
七
頁

（
〃
）
一
九
二
頁
（
富
山
房
、
一
九
四
一
）

（
羽
）
『
趨
蔵
録
』
二
、
宝
永
二
作
。
直
方
は
朱
舜
水
を
、
明
の
遺
臣
で
あ
り

な
が
ら
明
朝
に
殉
せ
ず
「
君
臣
の
義
に
背
」
い
て
亡
命
し
た
人
物
で
あ
る

と
決
め
つ
け
、
光
圀
が
墓
碑
に
朱
舜
水
の
賛
を
刻
ん
だ
こ
と
を
、
「
夫
れ

源
君
、
正
成
の
忠
を
称
揚
す
る
こ
と
此
の
如
く
し
て
、
舜
水
の
不
義
を
識

ら
ざ
る
は
、
則
ち
何
ぞ
哉
」
（
原
漢
文
）
と
嘆
い
て
み
せ
る
。

（
別
）
『
江
戸
の
社
会
構
造
』
（
南
和
男
、
塙
書
房
、
一
九
六
九
）

（
閉
）
同
じ
く
主
従
関
係
と
い
っ
て
も
、
君
と
奉
公
人
、
君
と
小
領
主
と
の
関

係
は
、
本
来
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
奉
公
人
は
自
ら
の
イ
エ
を

持
た
な
い
「
家
中
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
小
領
主
は
自
前
の
イ
エ
を
有
す

る
自
立
的
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
を
同
一
視
す
る
議
論
が

出
て
来
る
と
こ
ろ
に
、
小
領
主
が
自
立
性
を
喪
失
し
「
家
中
」
化
が
進
行

す
る
時
代
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
封
建
制
の
再
編
と
日
本
的
社

会
の
確
立
』
（
水
林
彪
、
山
川
出
版
社
、
一
九
八
七
）
三
一
二
頁
参
照

（
恥
）
加
美
宏
「
「
太
平
記
理
尽
抄
』
と
『
本
朝
通
鑑
』
」
（
『
人
文
学
』
一
四
六
、

同
志
社
大
学
人
文
学
会
、
一
九
八
八
）

（
〃
）
前
掲
拙
稿
「
延
享
期
安
藤
昌
益
の
思
想
」
参
照

（
東
北
大
学
助
手
）

一
一
一


